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平成20年度就学援助のお知らせ　経済的理由で子どもに義務教育を受けさせることが困難と認められる保護者に、学校で必要な経費の一部を援助します。
対象　杉並区内在住で、国公立の小・中学校に通う児童・生徒の保護者のうち、次のいずれかに該当する方　①生活保護を受けている　②平成19年
度中に生活保護が停止・廃止になった　③同一生計を営む世帯全員の平成19年中の総所得金額の合計が、生活保護基準額の1.2倍以下の世帯（夫婦と
子ども2人の世帯の目安は400万円程度） お申し込み　4月以降に区立小・中学校と学務課就学奨励係で申請書を配布します。区立小・中学校の通
学者は在学校、区外の学校の通学者は就学奨励係へ申請書を提出してください。 お問い合わせ 学務課就学奨励係

　探究心が旺盛で、自分の周囲や世界をしっかりと見つめ思いや
りながら、夢に向かって着実に歩んでいく天沼小学校の子どもたち。
それを実現するために、教育目標を「よく考える子」「思いやりの
ある子」「たくましい子」としました。国際交流も盛んに行ってい
く天沼小学校では、これらを英語にした「Head」「Heart」「Health」
の頭文字をとって「３つのH」と呼んでいます。 

「３つのH」 

「どきどき」から「にっこり」へ 

統合協議会を終えて 　  
　杉五・若杉の歴史や、それぞれの地域の人たちとの深いつながりを絶やさず、どうやって新しい学
校を作っていくか。この課題に取り組んできた杉五・若杉統合協議会。学校や保護者・地域の方々か
らなる協議会の最終回（第２１回）では、委員の皆さんが２年間に渡る活動を振り返りました。 

・協議会委員の皆が、区で初めての統合新校を、素晴らしい学校となるよう全力を尽くしてきた。 
・両校の子どもたちが天沼小の開校をとても楽しみにしている。その期待に応えるような「一番の」
学校を作っていこうという思いで活動してきた。 
・最終回を迎えた今、（統合新校の）一校目としての誇りを持っている。絶対に良い学校になると確
信している。 
・今後も関係者が一体となって新しい学校づくりに取り組んでいきたい。 

　校名の検討に始まり、校章やコミュニケーションマークの決定、教育目標、校歌、新校舎の検討な
ど、統合協議会の成果は多岐にわたりますが、その一つひとつに４月から天沼小に通う子どもたちの、
そして地域への強い思いが込められているのです。 

 

 公募作品をもとに、統合協議
会でまとめた校章です。２つの
学校から生まれたことを二本の
輪で表現し、枝葉は杉五、若葉
は若杉の校章からとり、歴史と
伝統を表しています。 

杉並区立天沼小学校校章 

　校章の公募で子どもたちから送られて
きた作品の一つを、「コミュニケーション
マーク」として採用することになりました。
学校行事などのいろいろな場面で活用さ
れます。天沼小学校が元気に「はじけて
る感じ」が表現されています。 
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　他校の子どもたちとの出会いはやはり緊張するもの。両校では、

二年間、時間をかけて子どもたちが慣れ、仲良くなれるよう、様々

な交流の場を用意してきました。授業や、遠足・移動教室などの

学校行事、両校で盛んな百人一首の練習など、単に２校で行うと

いうだけでなく、両校の子どもがお互いに話などが出来るように、

グループ分けなどにも工夫を凝らしています。回を重ねるにつれ、

少し固かった表情は次第に笑顔に変わり、お別れの時間には名

残惜しそうに「また

ね！」と手を振り合

います。4月からは

みんなが天沼小学

校の子どもたち。

一緒に登校。一緒

に勉強。一緒に運

動。杉五・若杉の隔

てなく、みんなが友

達です。 



「うちの子ったら、『あのね、今日は何で遅れて来たかって言うとね・・・』って訳を話し
てくれるのよ。」朝学習の時間が終わり、控室に戻った朝先生の皆さんの会話は「うちのク
ラスの子」自慢に終始します。クラス担当制をとっており、週３回子どもたちが顔を合わせ
る朝先生はいつも同じだから、子どもたちも慣れやすく、朝先生も「わがクラス」と愛着が
湧きます。
朝、授業の準備に追われる学校の先生に代わり、地域の方々が計算チャレンジなどの朝学

習を見守るというのが杉一プラン（学校支援本部）の取組み「朝先生」の役割ですが、「地域
のおじさん・おばさん」が一人いてくれることで、子どもたちも安心して学習に取り組める
ようになっています。朝先生も子どもたちにもっと信頼されようと、子どもの頃を思い出し
つつ勉強をしていて、各クラスがさながら生涯学習の場ともなっています。

給食と午後の授業が終わると、低学年の子どもたちは、すぎっ
子くらぶの受付がある視聴覚室で宿題をやりながら、高学年の子
どもたちが授業を終えて、一緒に遊んでくれるのを楽しみに待ち
ます。杉一プランが取り組む放課後の子どもの居場所活動「すぎ
っ子くらぶ」は、登録制ですが、誰でも入会可能。帰るまでの間、
グラウンドで遊ぶのも、勉強するのも自由です。その傍で、子ど
もたちに干渉しすぎることなく、温かい目で見守り、時に一緒に

遊んでいるのは、地域の人たちです。
一方、教室から英会話の声が聞こえてくるのは、５，６年生が「中学生になって
こまらない英語教室」を受けているからです。昨年１２月から放課後、中学校の英
語を少し早めにやってみることで、中学校進学への不安を少しでも取り除こうという
試みですが、こちらでも教えているのはやはり英語の得意な地域の方々なのです。
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スタート！ 学校支援本部勉強会
地域と学校を結ぶ架け橋となるのが学校支援本部だというけれど、ど

のような順序で、手続きで行っていけばいいのか。学校にとって何が
「支援」なのか。
設立や支援に関する悩み・迷いは、学校支援本部の

既設置・未設置を問わず、学校・地域の数だけあるはず
です。
その悩みや迷い、支援への躊躇などをできるだけ軽減

し、また、他の学校・地域の方々とそれらを共有して出
来るだけ気持ちの面での負担を軽くしてもらおうと、教
育委員会と、NPO法人スクールアドバイスネットワーク
（S.A.Net）の共同で、「あなたも学校支援本部の担い手
に」と題した勉強会が開かれました。
勉強会は、三谷小学校学校運営協議会委員長の中竹竜

二さんによる、皆で考え発表する、聞いているだけでは
ない出席者参加型の講演などが行われたのち、既設置
校・未設置校と分かれてのものとなりました。
多くが保護者や地域の方々である参加者の皆さんにと

っては、やはり地域の側から見て「どうやって学校に入っていくか」を、
学校教育コーディネーター等の経験から、説得力のあるパワフルな話し
方で説明してくれたS.A.Netの生重幸恵理事長の話が印象に残ったよう
です。理事長は、大事なのは「（学校との）対話力・コミュニケーション

力」であると訴え、「学校支援本部が先生方の味方である」ことをアピールし
ていくことや、「先生と無駄話ができる関係を築いていくことが（学校からの）
要望をうまく引き出す」秘訣であることを教えてくれました。そして、「学校

を活性化することは地域社会を活性化すること」である、ま
だ確固たるマニュアルなど存在しない学校支援本部において
「皆さんの経験がこれからのルール作りとなる」と話し、参加
者の皆さんを勇気付けました。
ワークショップでは、「学校が必要としているのではないか」
と思われることを皆でメモ用紙に書いて張り出し、各グルー
プで発表。「保健室を手伝う」「家庭科授業の手伝い」「犬をみ
んなで飼う」など、自由な発想で「支援」を思い描きます。
一方で、既設置校の取組みなどもいいものは取り入れていこ
うという意見も出されました。
張り出されたメモ用紙のひとつひとつが、「支援」のアイデ

ィアの源泉として、今後、各学校・地域で活かされていくこ
とでしょう。今回の勉強会ではアイディアの実現化の手法な
どには触れることができませんでしたが、勉強会はこれから

も継続して行っていく予定です。
今回は、同じ悩みや不安を抱える他の学校・地域の人たちと話をすることが

でき、横のつながりができたことが、参加した皆さんの何よりの収穫となった
ようです。

環境保護への道をあゆみ始めた子どもたち キッズISO14000プログラムは、子どもたちが、自分の行動が環境にどのような影響を与え
ているか、身の回りのどのようなことが環境に対する負荷となっているか、どうしたらそれを減らすことができるかなどを調べたり、イン
ターネット経由で話し合ったりすることで、環境を良くしていこうという意識を育てるプログラムです。入門編～上級編とあり、レベルに
応じ、調べる範囲も自宅・地域・国際と広がっていきます。1月12日に行われた国際認定授与式では、

▲
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では、一足先にスタートを切っている学校・地域ではどのような「支援」が行われているのでしょうか。平成19年4月に学校支
援本部を設立した杉並第一小学校にお邪魔しました。

3391 5754

今日は百人一首。ほしの朝先生が読んでくれます。

学校支援本部見学その１　杉並第一小学校

すぎっ子くらぶで宿題中。

「さよなら。明日も元
気に来ようね。」子ども
たちがあらかじめ決め
られた時間に帰ってい
きます。最後の一人が
帰宅すると杉一プラン
の一日の活動もそろそ
ろ終わりに近づきます。

放課後の体育館は、普段はすぎっ子く
らぶの遊び場ですが、今日は、この４月
に入学する子どもたちとその保護者を対
象とした「体づくりキャラバン」が行わ
れていました。杉並第一小学校の魅力を
知ってもらうと同時に、理屈抜きに「体
を動かすことは楽しい！」ことを親子に
体感してもらう杉一プランの活動です。

「支援」が書き込まれていきます。

みんなで輪になって　Feel it and Say it!

朝学習の時間が終わる頃には、担任の先生が脇に控えており、朝先生からバトンタッチ。朝先生がクラスを落ち着かせてくれているので、担任の先生たちもスムー
ズに授業に入ることができます。子どもたちの朝の様子が分かる朝先生の日報を担任の先生が目を通し、それを授業に役立ててもいます。

見学のまとめ
杉一プランでは、学校の一日を「子どもたちの一日」ととらえ、朝学校に来て、夕方帰るまでの間で、学校だけではなかなか取り組むことが出
来なかった部分に地域の力を投入します。それらが一日の中で学校の教育活動と効果的に連携・融合しているのが杉並第一小学校の特徴です。
地域の方々が学校のために何かをするだけではなく、地域の方々が学校（子どもたち）から得るものもあります。それは生きがいであったり、

学習への意欲であったりと様々ですが、「(学校と地域が)お互いに与え与えられること、それが本当の地域と学校の関係ではないでしょうか」学
校支援本部の全ての活動と杉並第一小学校の子どもたちを優しく（時には厳しく）見守り続ける、事務局長の伴野博美さんは言います。
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初級編に取り組んだ区内の５、６年生の子どもたち206名がArTech国際委員会から認定を受けました。そ
の中でも特に優れた取組みを行ったとして、地球をいたわる気持ちを常に忘れない二人の“あゆみ”さん
（杉並第二小学校の6年生太田歩さん（写真左）、済美小学校の6年生村松歩美さん（写真右））が特別賞（東京
都知事賞）を受賞しています。認定を受けられた皆さん、そして“あゆみ”さん、おめでとうございます！

▲

すぎなみ 教　育　報（第188号） －　－平成20年３月10日 ３

環境を見守る二人の

あゆみさん。
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→
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。
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杉並区立学校の子どもたちは？（都・国平均と比べて） 

平成19年度の体力調査結果 

子どもの体力向上を目指して 

握力（筋力） 
小学校段階では、都・国平均並、若しくは上回っていますが、中

学校段階になると、国・都平均を下回る結果となっています。 

20mシャトルラン・持久走（全身持久力） 
都平均を上回っている学年も見られますが、国平均を大きく

下回る結果となっています。 

上体起こし（筋力・筋持久力） 
連続してできた回数を見ると、都平均との比較では上回って

いますが、国平均と比べると若干、下回っています。 

ボール投げ（筋パワー・巧緻性・投能力） 
都平均を上回っている学年が多いですが、国平均では全ての

学年で下回っています。 

長座体前屈（柔軟性） 
年齢が上がるにつれ、都・国平均を下回る結果となっています。 

立ち幅とび（筋パワー・跳能力） 
全ての学年で都平均を上回っている一方、国平均を下回る学

年が多い結果となっています。 

反復横とび（敏捷性） 
全学年で都平均を上回っていますが、国平均との比較では下回っています。 

体格 
身長・体重・座高ともに都・国平均と比較し、全学年大きな差は見られません。しかし、小

学校４年生から学年が上がるごとに体重は軽く、座高は低くなる傾向が見られます。 

50m走（スピード走能力） 
多くの学年で、都・国平均を上回る結果となっています。 

生活習慣等に関するアンケート調査

体力調査とアンケート調査を合わせて集計すると、次のような傾向が見られます。

 小学校低学年、中学年、
高学年別に、ボール遊びや
簡単なゲームを楽しみまし
た。インストラクターから
は、ボールの扱い方やゲー
ム中での動きについての指
導がありました。 

 スタートダッシュやス
キップなどいろいろな運
動を経験し、走る心地よ
さを味わいました。陸上
教室の最後には、全員で
リレーを行いました。 

 どのチームも互いに励ま
し合い、協力して記録に挑
戦していました。応援の保
護者の方々からも大きな声
援が送られていました。 
 

問合せ：済美教育センター 

子どもたちが運動に親しむ機会を増やし、基本的な生活習慣や望ましい食習慣を確立させていくことが、
体力向上につながっていきます。ご家庭でもご協力ください。 

陸上教室 
指導：日本女子体育大学陸上部 

長縄記録会 
進行：区立小中学校 
体力向上調査委員会 

サッカー教室 
指導：日本サッカー協会公認 
　　　インストラクター 



ようこそ　あたらしい1年生

高円寺東保育園と杉並第三小学校の交流（2月8日）

杉並第三小学校では小学１年生と保育園
年長の交流授業を行っています。１年生に
は、年下の子と接することで大きくなった
自分を知り、優しさやいたわりの心が育つ
ように、そして保育園児には、小学校に出
向くことで環境や雰囲気に慣れ、入学時の
不安や心配を取りのぞくことを目的にこの
取り組みを始めました。
授業当日、まずは８つのグループに分か
れて自己紹介。最初は、お互いにちょっぴ

り緊張していましたが、「こっちだよ」と１年生が保育園児の手を引き校内の案内
に向かいます。早速、優しいお兄さんお姉さんぶりの発揮です。教室で２年生以上
の児童が授業を受けている姿を、保育園児たちは「もうすぐ私たちもあの机で勉強
をするんだ！」と期待に胸をふくらませ、真剣なまなざしでのぞいていました。
校内案内が終わった後は、体育館でいろいろな遊びに挑戦しました。この日のた
めに「どんな遊びをしたら楽しんでくれるか」、１年生が自分たちでアイディアを
出しあって何をするかを考えました。１年生から手作りメッセージカードのプレゼ
ントもあり、保育園児は大喜び。１年生は人を楽しませるうれしさを、保育園児は
１年生に対する憧れをそれぞれ実感でき、有意義な交流の時間となりました。
あたらしい１年生の入学まで約１ヶ月、また一緒に遊べる日がとても待ち遠しい
ですね。

子どもの豊かな発達と滑らかな接続

下高井戸幼稚園・高井戸第三小学校研究発表会（2月15日）

下高井戸幼稚園と高井戸第三小学校の距離は、歩いて約１０分。この離れた施設を
園・校の教員同士が往復し、日常的に互いの教育活動を知ることから「幼小連携教育」
は始まりました。それぞれの教員が時間を作り、話し合いを繰り返し「遊び・体育活動」
と「交流活動」という２つの柱を設け、一緒に研究に取り組んできました。
「遊び・体育活動」では、主に「調整力」の伸長に焦点を当て、幼稚園での遊びから

小学校低学年の体育へのつながりを考えた計画を作成し、実践してきました。「調整力」
とは機能的に動きをコントロールする能力のことで、幼児期から児童期にかけて大きく
伸びます。そこで、「調整力」を培う動きの多い「鬼遊び」「器械・器具を使った運動」
「ボールを使った運動」を重点的に取り上げています。
また、「交流活動」では、園児と児童の交流活動の内容や方法について、お互いに恵が

あるという意味の「互恵性」を重視しながら、言葉によるコミュニケーションを豊かに
したり、相手を思いやったりする手だてを
取り入れること、活動後の学習と生活につ
ながるようにすることなどの工夫をしまし
た。研究発表会の中でも、園児と児童が楽
しみながら体をよく動かしたり、「ダンボー
ルごま」を一緒に作って遊ぶなど、温かい
雰囲気の交流の様子が見られました。
幼小連携教育を受けた園児たちは、小学

校入学への安心感や期待が高まり、小学校
体育と関連した遊びの体験からは、小学校
での体育の授業の充実や体力向上が期待さ
れます。小学校の児童も、幼小の交流をとおして身につけた優しさや思いやりの心で温
かく新１年生を迎えられることでしょう。

小中の学びの連続性を求めて

新泉小学校・和泉小学校・和泉中学校研究発表会（2月8日）

①全ての学力の基礎となる「読解力」を育てるための基礎国語と、問題の
解決を考えるための基礎的な計算技能の習得を目指す基礎算数・数学か
らなる「基礎の時間」
②問題の把握や解決を行うために必要な能力を様々なトレーニングを通し
て育てる「学ぶ力・生きる力をはぐくむ時間」
③小学校からの英語教育を通じ、実践的な英会話力と英語に限らない積極
的なコミュニケーション能力の育成を目指す「英語科」

これら三つの柱を、小学校から中学校までの継続したカリキュラムで確
実に身に付けさせること。この命題に新泉小学校・和泉小学校・和泉中学
校の３校は取り組んできました。２月８日の公開授業で見られた真剣に考
え、積極的に手を挙げ発言し、みんなと笑顔で話し合う児童・生徒の姿は、
三つの柱によって培った能力が発揮されたものだといえます。
杉並区立学校初の小中一貫教育を行うにあたり、先生たちは様々な困難
と向き合いました。例えば、小学校からの英語教育といっても、小学校の
先生は英語を教えたことがありません。しかし「英語科」の方針は「Only
English」（教えるほうも、教わるほうも全て英語で）なので先生も教室に
入ってから授業が終わるまで「日本語は禁止」で頑張ってきました。「子
どもが活躍する英語」のため、子どもたちとともにリズムに合わせてダン
ス（Dancinglish）をしながら、文字通り体で覚えていったのです。
また、研究発表会の中で頻繁に出てきた「小学校と中学校の文化の違い」
という言葉に象徴されるように、今まで必ずしも小中が互いの教育を注視
してきたわけではないので、
まず小中の先生が互いを理
解することから始めなけれ
ばなりませんでした。
しかし、これらの努力の

甲斐あって、今では３校の
先生たちは９年間の連続し
た教育のための共通理解を
持ち、情報交換も盛んに行
われているようです。
小中一貫教育を見越した

研修、地域・家庭との連携等、課題はまだ残されていますが、今年度に杉
並区初の「３校合同」の学校支援本部も設立されるなど、９年間を通し
未来へのとびらを自信をもって開くことのできる子どもたちを育む、その
ための３校の取組みは、これからも続きます。

【教育委員会開催状況】
・定 例 会 4回 ・臨 時 会 3回

・議 　 案 25件 ・報告事項 23件

【主な案件】
◎は審議、○は報告事項

◎ 「杉並区教育ビジョン推進計画（平成20～22年度）案」につ

いて

○　和田中学校地域本部による私塾との連携について

○　平成20年度民間人校長の登用について

○　平成19年度全国学力・学習状況調査結果

○　30人程度学級の実施について

教育委員会の動き
19年12月～20年2月
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「ハミガキは　はたらく歯への　ありがとう」
健康な歯の大切さと感謝の気持ちが込められたこの標語を作ったのは、もちろん歯磨きの大好きな若杉小学校6年生梶本
優子さん。杉並区学校歯科医会主催の「歯の衛生に関する作品募集」で金賞を受賞し、都に推薦。さらに都から日本歯
科医師会主催の「歯・口の健康啓発標語コンクール」へと推薦されました。小学1年生～中学3年生対象のこの全国コン
クールで都代表となり、表彰（代表賞）を受けたのは杉並区初の快挙です。梶本さん、おめでとうございます！！

幼稚園・保育園～小学校～中学校のつながりを
小学生は「児童」、中学生は「生徒」と言いますが、同じ子どもたちです。「児童」から「生徒」になるとき、子どもたちは急激に変化
するのではなく、ゆるやかな連続性をもって成長します。そんな子どもたちに対する教育も同じく連続性を持っていなければならないは
ずです。それは「園児」と「児童」の関係にも同じことが言えます。この園児～児童～生徒の学びがよりスムーズになるよう、区立の学
校および区内の幼稚園・保育園では小中一貫教育、幼小連携教育に取り組んでいます。今回はその中から５校２園の取組みを紹介します。

この子どもたちの笑顔が中学校卒業、そして未来にまで

続きますように

１年生が保育園児をお見送り。「今日は楽しかっ

たよ！また一緒に遊ぼうね」と笑顔であいさつ。

「ダンボールごま」の作成風景。とっても上手に

作れました！

もっと表彰おめでとう！
「ペン知る」欄の表彰者のほかにも、優れた成績を修めた人、頑張った人がたくさんいます。杉並区

教育委員会教職員表彰では学校教育に功績のあった先生や学校が表彰されました。また、杉並区学校文
化栄誉顕彰では、文化活動で優れた成績を修めた杉並区内の学校に通う児童・生徒の皆さんが受賞し、
スポーツの分野で頑張った方々には、杉並区スポーツ栄誉章が贈られています。受賞（受章）された
方々のお名前等は教育委員会のホームページでお知らせいたします。皆さん、おめでとうございます！

●再生紙を使用

しています


